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動機と目的

■ かっこいいロボットを3D生成したいが既存のもの
では望んでいるものが作れない。
3D生成拡散モデルの理解を深め、より望んだもの
を生成したい。

■ 画像から誰でも画像に近いロボットの3Dモデルを作成
できて、すぐに動かした時に不自然にならない。

→

Meshyより



進捗:研究環境

■ InstantMesh

ベースにしている機械学習モデル

高解像度の

3Dコンテンツの生成が可能。

改変、私的使用OK

■ Gradio

機械学習モデルのデモを

行うWebアプリケーションを

生成するPythonのライブラリ。



進捗:デモ画面と生成場面

■ イメージ画像の添付

と生成



進捗:生成場面
■ 背景を除去

■ 多角面での画像を生成

■ ３Dモデルの生成

■ 結果

入力 出力

（画像） （３D）



進捗:使用

■ OBJ方式での３Dモデルの読み込み

■ リグを入れての動作



進捗:現状の問題と解決方法

■ マテリアル（画像）への依存が強く、テクスチャ（表面）
が粗い。

■ 動作させるとより生成しきれていない部分が目立つ。

■生成時に機械的な細部の表現が必要。

■ InstantMesh内の多角面の画像生成に使用している
モデルを変更。

■ モデル内の重みを変更し生成への変化を確認。

■学習用のモデルも変更し動作確認。

■生成方法にポリゴン化が可能かを確認。



進捗:具体的にしていきたいこと

こういった

特徴部分の

省略させない

関節等の

省略させない
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